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自己決定理 論に おける有能性の 欲求の 測定項 目の検証 ：

　　　　「課題準拠」 と 「過去準拠」 の視 点 を用 い て

田 中　博晃 （広 島国際大学 ）

Abstract　Elliot
，
　McGregor ，　and 　Thrash （2002 ）proposed　three 　components 　of　the　need 　fbr

competence ； that　 js，　 past−referentia ［ competence ，　 task−referential 　 competence ，　 and 　other

referential 　competenoe ．　The　current 　study 　aims 　to　generate　the　questionnaire　about 　learner，

s

task−ref ヒrential 　competence 　and 　past−referential 　competence ，177　university 　stUdents 　who

were 　 enrollod 　 in　 a　 first−year　 English　 language　 course 　 participated　 in　 this　 stUdy ．　 The

questionnaires　were 　administered 　three　times （at 　the　beginning，　in　the 　middle 　and 　the　end 　of

the　semester ）．　The　data　were 　analyzed 　by　exploratory 　factor　analysis ．　The　results 　supported

the　validity 　ofthe 　scale ．

1．背景

1．1 自己決定理論に おける有能性の 欲求

　自己決定理 論 （Setf−determination　theoiy ，
　Deci ＆ Ryan

，
　2002）で は内発的動機づ けを高 め る要

因 として ，3 っ の 心理欲求 （以降，3欲求と略記）を挙げて い る。それが 「自律性 の 欲求」 （the

need ／br　autonomy ）
，

「有能性 の 欲求」 （the　needfor 　competence ），「関係性 の 欲求」 （the　needfor

retatedness ）で ある。　 Deci　and 　Ryan （2002） に よる と， 自律性 の 欲求 とは ， 自身の 行動が よ り

自己決定的で あ り，自己責任性 を持 ちた い とい う欲求，有能性 の欲 求 とは，行動をや り遂げる

自信や 自己 の 能力を顕示する機 会 を持 ちた い とい う欲求，関係性 の 欲求 とは，周 りの 人や社会

と密接な関係 を持 ち，他者 と友好的な連帯感 を持 ちた い とい う欲求で ある。

　こ の 3 欲求 の 内 どれ が最も内発 的動機づ けを高め る上で 重要 か は，学習者 の 特性や 学習状況

で変動 する こ とがあ り，

一概 に結論付 ける の は難 しい
。 しか し学校で の 教育活動 とい う側 面を

考え ると，教師の 指 導が学習者 の 学習事項の 理解 を導 き，それが 学習者 に有能感 を与え，有能

性 の 欲求 を満 た し，内発的動機づ けに つ なが る過程 は，教育的意義 が極 め て 高 い と言 え よ う。

実際，有能性 の 欲求の 充足 が重要で ある こ とは ，い くつ か の 研 究で 示 され て い る。例 えば廣森

（2003 ） は 日本人 高校生 275 名 にお ける動機 づ け と 3 欲 求 の 関係 を調査研 究に よっ て検証 し

た 。 そ の 結果 ， 3欲求 の 中で有能性 の 欲求が最 も内発 的動機づ け と強い 関係 にあ っ た。

　以上 の よ うに ， 学習者が 有能感 を獲 得す るこ とに よっ て ，有能性 の 欲求が満た され る こ と
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は ， 教 育的に も意義があ り ， 同時 に内発的動機づ けを 高め る効果 も期待で きる。

1，2 準拠性 とい う視 点

　そ の
一
方，有能性 の欲 求の 測定 に関 して は課題 が 指摘 され る。先行研究 （田中 ，

2009 ） で

は ，日本人大学生 52 名 に対 して ，動機 づ け を高め る方略 に よっ て ， 3欲 求 と内発 的動機づ け

を高め る試みが行われ た 。 そ の 結果，内発 的動機づ けを高め る こ とには成功 した
一

方 ，有能

性 の 欲求で は 質的研究 と量的研究で 異なる結果が得 られた。つ ま り質的研 究の 結果か らは ，

学習者 の 有能感が高ま っ た とい う結果が得られ た
一方，量的研究で は有能感が十分 に高ま っ

て い なか っ た。こ の 問題 の 背景に は ，有能感 を捉 える 質問項 日 の 内容 と学習者が有能感 を感

じる状況 にズ レが あ り ， 有能感 を十分に測定で きず，有能性の 欲求が 満た されて い るか ど う

か ，判断で きなか っ た可能性 があ る。測定で 用い られ た項 目は 以下の とお りで あ る。

1）英語 の 授業 で は， 「で きた」 とい う達成感が得 られ る と思 う。

2）英語 の 授業で は，先生 や ク ラス メイ トか ら 「よ くで きた」 と誉 め られ るな ど，良い 評価を

　 して も らえ る と思 う。

3）英語 の 授業で は，「よ くが ん ばっ た 」 とい う満足感 が 得 られ ると思 う。

4）英語 の 授業で は，「分 か っ た 」 とい う充実感 が 得 られ るこ とがあ ると思 う。

　そ こ で 田中 （印刷 中）は 田 中 （2009）の 質的研 究の 結果か ら ， 質問紙項 目の 改良 を行 っ た。

田中 （2009）の 自由記 述形式 の 質問紙データで は ，
「慣れ る まで 難 し くて 大変だ っ た け ど，後

半あた りか らは あま り大変で はな くな りま した 」， 「慣れ て くるに つ れ て 自分 で 考 え て 話す よ

うに な りま し た 」，
「どの よ うな場面で使 うの か を ， ドラ マ な ど視覚的に も学ぶ こ とが 出来た

の で た め にな っ た 」，「会話 内の か な り くだ けた表 現や ， 英語 圏 の 表現方法 を知れ て よか っ た 」

とい っ た 有能感 に 関す る記述が 見 られた
。

これ らを基 に有能性 の 欲求 の 質問項 目の 改 良を行

っ た 。そ れ らの 項 目は 以下の とお りで ある。

1）英語の 授 業で は ， 今ま で 出来なか っ た こ とが，少 しず つ で も出来 るよ うに な っ た と感 じる

　 こ とが あ る。

2）英語 の 授業で は，回を重 ね る ごと に 少 しず つ で も ， 分 か る よ うに なっ て い る と感 じる こ と

　がある 。

3）英語 の 授業で は，今まで 知 らなか っ た こ とが分 か るよ うな っ た と感 じるこ とが あ る。

4）英語の 授業で は ， 学習 した多様な表現 を ど の よ うに使 うの か を分か っ た と感 じる こ とがあ

　 る 。
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　上 述 の 質問項 目を用い て ，動機 づ け と 3 欲求を高 め る教育的介入 を行 い ，有能性 の 欲求 の

変動を測定 した。そ の 結果 ，第 1 時点 で M ＝4．82，第 2 時 点で M ＝5．07，第 3時点 で M ＝5．61

と E昇傾向が確認 され た 。同時に ，調査 協力者に 自由記述形式の 質問紙 調査 を行い
， 有能感

に 関する情報を探索 した 結果 ，質的研究 か らも学習者が有能感 を獲得 して い る こ とが裏 付け

られ た 。 さ らに ，質的研究 か ら学習者 の 獲得 して い る有能感 は ，
Elliot，　McGregor ，

　and 　Thrash

（2002）が提示 す る 「課題 準拠 」 と 「過去 準拠」 に大別 され るこ とが示 され た。

　課題 準拠 （task−referentiat ） は以 下 の よ うに定義 され る。

　
‘‘in　effectence 　motivation ，　competence 　is　de伽 ed 　in　an　absolute 　sense 　by　thc　requirements 　of　the

task　itsel£ and 　the　individua1
’
s （experientia1）aim 　is　silnply　to　accomplish 　what 　the　task　demands’ラ

（Elliot，　McGregor ，＆ Thrash，2002 ，
　p．366）

一
方，過去 準拠 （past−reflerential ） は以下の よ うに定義され る 。

“to　define　competence 　in　terms　of 　improvement− an　increase　in　their　present　performance　relative 　to

their　past　performance
”

（Elliot，　McGregor ，＆ Thrash，2002，　p．368）

　つ ま り Elliot
，
　McGregor

，
　and 　Thrash （2002）に よ る と ， 学習者 が 有能感 を得 る ときの 判 断基 準

とし て ，課 題 の 達成 と過 去 の 自分 自身 との 比較 の 2 点 が挙 げ られ，こ の 理 論 と
一

致す る結果

が質的研 究か ら得 られ た 。 さらに学習者 は 「ただ書い て 覚え るの で は な く，隣の 人 と話す こ

とで ，よ り例文 が記憶 された」 とい っ た ペ ア で の ス ピ
ー

キ ン グ練習時や 「今ま で 習っ た表 現

を使 っ て 文章を考え たた め
， 身に つ きやすか っ た 」 ペ ア で の ス ピ ー

チ 原稿作成時な ど ， 具体

的な活動 時 にこれ らの 有能感 を獲得 して い る こ とも示 され た 。

　以上 の 点か ら，学習者 の 有能性 の 欲求 の 充足 を把握す る には ，課題 準拠の 有能感 と過 去 準

拠 の 有能感 を学習活動 と い う状況 で把握す る必要が あ ろ う。

1．3 質 問項 目の 開発

　本論で は，有能性の 欲求の 充足 に つ い て ， 課題準拠 と過 去準拠の 有能感 とい う視点で 測定

を行 う質問項 目の 開発 を行 う。そ の 際に ，従来 の 有能性 の 欲求 の 測定 （田 中，2009，印刷中）

は英語授業の 状況 の み で 測定 を行 っ て い たが、本論 で は学 習活動 とい う状況 も加 えた 項 目を

開発す る 。 ただ し，英語授業状況で 課題 準拠の 有能感を測 定した 場合，実質的 に学習活動で

の 課題準拠 の 有能感 と同義に な っ て しま う。 なぜ な らば 課題準拠 の 課題 とは，ま さに授業

で行 うタス ク活動 な ど の 学習活動 を指すた めで ある 。 そ こ で質 問項 目は，英語授業 レ ベ ル で

は過去 準拠 の 有能感を ，学習活動 レ ベ ル で は ， 過 去準拠 と課題準拠の 有能感 の 作成を行 う。
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　まず，英語授業 レ ベ ル で の 過去準拠の 有能感 の 項 目を検討 した。前節で 提示 した 田中 （印

刷中）の 項 目は 「分か る」 「出来る」 とい うキーワ ー ドがあ るよ うに，すで に過去 準拠の 項 目

となっ て い た 。よ っ て ，こ の 3項 目は ， そ の まま英語授業 レ ベ ル で の 過 去 準拠の 有能感 と し

て採用 した 。

　次に ，学習活動 レ ベ ル の 有能性 に関す る項 目の 作成 を行 っ た。学習活動 レ ベ ル の た め， こ

れ らの 項 目はデー
タ収集 を行 う授業の 内容 を反映 しな けれ ばな らな い

。 デ ー
タ収集を行 うの

は ， 日常会話表現 の 習得 と活用 を 目指 した コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 中心 の クラ ス で あ る の で ， 田

中 （印刷中）の 自由記述データ を基 に，以下 の 項 目 とした （表 1 参照）。た だ し課題準拠 と過

去 準拠 の 有能感 を 1 つ の 概念と して 仮 定した 。 なぜ な ら ， 両者 とも達成状況の 評価 を個人 内

で行 うため
，
2 つ の 概念は 時に 密接に 結び つ い て い る と考え られ るか らで ある （Elliot，1999 ）。

表 1。質問項 目と測定内容

英語 授 業レ ベ ル の 有能性 に 関す る項 目

課題 準拠 一

英語の 授業で は ， 今まで 出来 なか っ た こ とが ，少 しずつ で も出来 る よ うに な っ

た と感 じるこ とが ある 。

過 去 準拠
英語の 授業で は，回を重ね る ご とに少 しずつ で も，分か る よ うにな っ て い ると

感 じる こ とが あ る 。

英語の授業で は
， 今ま で知 らなか っ た こ とが分か るよ うなっ た と感 じる こ とが ある。

学習活動 レ ベ ル の 有能性 に関す る項 目

課題 準拠
授業で の 学習活動 を通 して ，重 要表現 をある程度覚 える こ とが で きた と思 う。

会話や リス ニ ン グな どで 重要表 現を使 うこ とで ， 表現 をある程 度身に付 け るこ

とがで きた と思 う。

過 去準拠
授業で の 学習活動を通 して，今 まで知 らなか っ た表現 を学ぶこ とができた と思 う。

何度も聞 き直す こ とで ， 聞 き取れ な い と こ ろ も ， ある程度聞 き取れ るよ うに な

っ た と思 う。

2．目的

　以 上 で 学習者 の 有能性 の 欲 求 の 測定に つ い て ， 英語授業 レ ベ ル と学習活動 レ ベ ル の 2 つ の

観点 か ら， 準拠性 を基準 に した有能感 の 観 点か ら質問項 目を作成 し た。 しか し これ らの 項 目
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は 理論 上 は 内容 に弁別性 が あ るもの の ，実際 の 測定 にお い て 弁別性 が確 保で きて い るか ど う

か は 不 明で ある。 よ っ て 本論 で は ，準拠 性有能感の 視点 を取 り入れた授 業活動 レ ベ ル の 有能

感 の 質問項 口の 弁別性 を検証す る 。

3．方法

3，1　調査協力者

　 調査は 広島県内の 大 学生 を対象に 2012年度 と 2013年度に行 っ た。質問項 目にす べ て 回答

して い る こ と
， す べ て の 同 じ数値に マ

ーク を し て い るな ど不 誠実と判断され る回答が含 まれ

て い ない こ と，を条件 にデータをス ク リー
ニ ン グを した 。 そ の 結果，デー

タ 分析の 対象 とな

っ た の は 177名 で あ っ た
。 調査 は 1 年次の 前期の 教養科 P の 英語 の 必修授業の 中で行 っ た 。

3．2　測 定

　 動機 づ けと有能性 の 欲求以外 の 3欲求 の 測定 に は 田 「厭 印刷 中）の 項 目をそ の まま用い た 。

有能性 の 欲求 に つ い て は ，前節の 項 目を 用い た。測 定は 7 件 法 （1は 「ま っ た く違 う」，7 は

「ま っ た くそ の 通 り 」）で あ っ た 。

　 自律性 に関す る項 目は 4 項 目　（α
一．71） で構成 されて い る 。 具体的な質問項 目は 「英語

の 授業で は， 自分 の ペ ー
ス で 学習す る機 会が ある と思 う。」 「英 語の 授業 で は，先 生 は私 た ち

の 授業に 関す る意見 を尊重 し て くれて い る と思 う。 」 「英語 の 授 業で は，授 業の 進 め方 の 希望

な どを，先生 に伝 える機会が与 え られ て い る と思 う．」 「英語 の 授業で は ，プ レ ッ シ ャ
ー

を感

じず に勉 強をす る こ とがで き る と思 う。 」 で ある 。

　 関係性 に関す る項 目は 4 項 R　（α
＝．91） で構成 され て い る。具体的な質問項 目は 「英語

の 授業で は，同 じ教室 の 仲 間 と仲 良くや っ て い ると思 う。」 「英語 の 授業 で の グル
ープ活動 ・

ペ ア ワ
ー

ク で は協力 し合 う雰 囲気 が あると思 う。」 「英語 の 授業 で は，和気 あい あい とした雰

囲気 があ る と思 う。」「英語 の 授業で は ，同 じ教室の 仲間同士 で 学び あ う雰 囲気が あ る と思 う。」

で あ る 。

　 英語授 業 レベ ル の 有能性 に関す る項 目は 3 項 目 （α
＝．87），授業活動 レ ベ ル の 有能性 に関

す る項 目は 4 項 目 （α
；．84）で 構成 されて い る。それぞれ の 具体 的な質問項 目は前述 の と

お りで あ る。

　 調査は授業時間の
一

部 を使 っ て 実施 した 。所要時間は 15 分程度で ，調査 実施 前に調査協

力者に 回答 が成績に 関係 しな い こ と，結果は 教育研 究 日的で使用 され る こ と，個人名が 特定

され る形 で結果 の 公 表は行われ ない こ とが説明 され た。分析は SPSS15 ．OJ を用 い て記述統計

量 と相 関係数 ，因子分析 を行 っ た。本論で 用い る質問項 H の
一

部 は先行研究 の 結果 と理論的

背景に 基い て 作成 され たが ，準拠性有能感は 日本人英語 学習者 に対す る研究 が行 われ て い な

い た め，因子 を探索 しなが ら分析 を行 う探索的因子 分析を用 い た。
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表 2．各項 目の 記述統計量

M SD 歪度 尖度

1．授業活動 レベ ル の 有能性 1

2．授業活動 レ ベ ル の 有能性 2

3．授業活動 レ ベ ル の 有能性 3

4．授業活動 レ ベ ル の 有能性 4

4．725

．224

．584

．81

1．22LO31

．191

．30

一〇．82

−0，59

−0．76

−0．53

0．871

．160

．910

．49

5．英語 授業 レ ベ ル の 有能性 1

6．英語 授業 レ ベ ル の 有能性 2

7．英語授業 レ ベ ル の 有能性 3

5，135

．OI5

，30

LOgl

．151

．03

一〇．68

−0．66

−0．81

1．120

．991

．88

8Q

宀

01

自律性 1

自律性 2

自律性 3

自律性 4

4．414

．764

．214

．04

1，13LO71

．21L55

一〇．24

−0．470

．10

−0．14

一〇．120

．89

−0，08

−0．81

12．関係性 1

13．関係性 2

14，関係性 3

15．関係性 4

5．375

、365

．125

．13

1．26L291

．361

．31

一〇．90

．O．90

−O．77

−O．81

1．200930

．420

．76

表 3．各項 目間の 相 関係数

1．　　 2．　　 3．　　 4． 5678910 ． ll， 12． 13． 14． 15．

L2

よ

45

，

67

＆

910H12131415

，64　 　 −

．63　 ．55　 　 −

51 　　．49　　．59　　　＿

．35　　．44　　．31　　．34

．40　　．48　　35　　，40

．37　　51 　　．32　　．33

．28　　．23　　．28　　．18

．17　　．23　　．16　　．10

．14　　．19　　．09 　　，13

．34　　．23　　．35　　．19

．19　　．34　　，25　　．10

．25　　．33　　．20　　．18

．23　　．34　　．19　　．19

．32　　．36　　．25　　．24

0920049512フ

石

2

。32

」

’ー

ユ

」

’2

676867913723212233

6945535322222223

27186544241122
AU74105QO534

−

443

．37

，34

，25

．34

．31

20

／

77

323

勹
」

540767

．71

．71 ．75
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4．結果

4．1　予 備的検討

記述統計量 と相関係数 （表 2，表 3 参照）か ら探索的因
’
r一分析 の 予備的検討を行 っ た 。 そ の

結果 ， 項 目 に よ っ て やや分布に ば らつ き がある もの の ，著 しく偏 っ た項 目 は見 られ なか っ た 。

よ っ て ，予備 的検討 の 段 階で 項 目の 削除を行 わずに ， 分析 を継続 した 。

4．2　弁別性の 検討

　次に ，因子 の 推定に 最尤法，回転軸 に プ ロ マ ッ ク ス 回転 を用い た探索的 因子分析を行っ た 。

固有値 L 及び ス ク リ
ー

プ ロ ッ ト （図 1 参照）を基準に因 子 数 を検討 し た 結果 ，
4 因 鏑苹を採

択 した （表 4）。各因子 の 因子 負荷量 を検討 した所 ， 複数 の 因 丁
一
に大 きな負荷量 を持 っ て い る

項 目は なか っ た。そ こ で ，各因子 内 の 項 目の 内容妥 当性 を検討 した 結果，本調査で 事前に設

定 した 4 因 子構 造 と
一

致 して い た。つ ま り，第 1 因子は 関係性 の 項 日，第 2 因子 は 授業活 動

レ ベ ル の 有能感 の 項 目，第 3 因子 が英語授業 レ ベ ル の 有能感の 項 目，第 4 因子 が 自律性 の 項

目で構成 されて い た。以 上 の 結果 か ら，本研究 で 作成 した 授業活動 レ ベ ル の 有能性が他 の 3

欲求 と弁別性 を保持 して い る こ とが確認 され た。なお本研 究の 目的 は新 たな因子 を見出す こ

とで はない の で ，因子 の 命名は行 わなか っ た 。 また因子 ご との 記述統計量 と因子問相関係数

も算出 した （表 5， 表 6 参照）。

困子 の ス クり
一 プN ッ ト

鸛
有
鱆

鵝子の番暑

図 1．ス ク リープ ロ ッ ト
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表 4，パ タ
ー

ン 行列

因子

1 2 3 4

表 5．動機づ け と 3 欲求 の 記述統計量

M SD

授業活動 レ ベ ル の 有能性

英語授業 レ ベ ル の 有能性

　　　　自律性

　　　　関係 性

4．835

．154

．355

．24

O．970

．980

．921

．15

表 6．3 欲求の 因 子間相関係数

授業活動 レ ベ ル 　 英語授業 レ ベ ル

　　　　　　　　　　　　　　　　 自律性　　関係性
　 の 有能性 　　　　 の 有能性

授業活動 レ ベ ル の 有能性

英語授業 レ ベ ル の 有能性

　　 　　 自律性

　　 　　関係性

1

／

0

气ゾ

5

つ
」

う
」

．35

．41 ．56

N ・・te．す べ て の 係数は 1％水準で 有意
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5．考察 と課題

　本研 究で は ，先行研究 で は 測定が十分 で は なか っ た 自己 決 定理 論 に お ける有能性の 欲求に

つ い て ， 質問項 目を改 良す る試み を行 っ た。そ の 際 に ，先行研 究の 質的研 究の 結果 に加 え て ，

Elliot
，
　McGregor

，
　and 　Thrash （2002）が 提示す る過去 準拠 と課題 準拠 と い う視点，英語授業 レ ベ

ル と学習活動 レ ベ ル とい う視 点を取 り入れ ，多角 的に学習者 の 有能感 を測定す る こ と で 有能

性 の 欲求を捉 え られ るよ うに した．

　探索的因子分析 を用い た 弁別性の 検証 を行 っ た結果，本研究で 新規に作成 した授業活動 レ

ベ ル の 有能感 と英語授業 レ ベ ル の 有能感 は，他の 3 欲求 と異な る因 子 を構成す る モ デル が採

択 された。また，こ の 2 つ の 観点 か らの 有能感に つ い て も，有能感 を異な る観 点か ら測 定を

行 っ て い る の で ，探索的因 了分析の 結果 で も異な る因子 と して得 られ た 。 因子 問相 関係数 に

お い て も，r − ．51 とい う比 較的高 い 相 関係数が見 られた もの の ，同
一

の 因子 とみ なす ほ どの

相関関係 で は な く ， 同
一
概念 を別 の 観点か ら測定 した もの と し て は 妥 当な値 で あ る と考 え ら

れ る。

　以上 の 結果か ら，Elliot，　McGregor ，　and 　Thrash （2002）の 準拠性有能感 を取 り入れ た有能性 の

欲求を測定する項 目の 妥当性が あ る程度確保 され た と考 え られ る 。 今後は ， こ の 質間項 目を

用 い て多様な動機づ け概念や 関連する心理 変数 との 関連性 を検討 しなが ら，項 目の 妥 当性 の

検証を重ね る必 要 が あ ろ う。 また ， 本研 究で は 1 時点デー
タ に よ る測定だが

， 動機づ けを高

め る研究 の 中で ，
こ の 質問項 目を活用 しなが ら有 能感 の 変動 を適 切に 捉え る事が で きる の か

検討す る必 要 もあろ う。 そ の 際 に 質的研 究の 結果 か ら も裏付 けを行 い な が ら，項 目の 精査 を

して い く必 要 が あろ う。

注

本論は科研費 （課 題番号 ； 25770217）の 助成 を受 けた研 究成果 の
一

部 で ある。
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